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イ
ギ
リ
ス
革
命
期
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
教
区
の
役
員
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
シ
テ
ィ
と
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
を
比
較
し
て
一菅

原

秀

二

西洋史論集

は
じ
め
に

　
近
世
ロ
ン
ド
ン
史
に
お
け
る
「
安
定
」
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
政
治
参
加
の
問

題
が
重
要
な
論
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ン
ド
ン
市
政
の
下

部
機
構
で
あ
る
市
区
（
を
帥
a
）
，
街
区
（
領
o
o
貯
。
榊
）
・
教
区
（
罵
欝
げ
）
、
さ
ら
に

各
ギ
ル
ド
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
機
構
に
あ
る
多
数
の
役
職
へ
の
就
任
を
通
じ

て
、
そ
の
構
成
員
に
対
す
る
政
治
参
加
の
機
会
が
広
く
開
か
れ
て
お
り
、
こ
の
多

元
的
な
自
治
機
構
と
広
範
な
政
治
参
加
に
よ
っ
て
、
近
世
ロ
ン
ド
ン
の
構
造
的
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ユ
　

定
が
保
証
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
見
解
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
ア
ー
チ
ャ
ー
の
三
つ
の
指
摘
が
最

　
　
　
　
　
　
　
　

も
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
彼
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
安
定
論
」
の
根
拠
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
お
も
に
富
裕
で
人
口
稠
密
な
シ
テ
ィ
市
幕
内
の
教
区
や
市
区
の
事

例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
を
包
括
的
に
論
じ
る
た
め
に
は
、
市

壁
外
の
大
教
区
や
郊
外
の
教
区
に
つ
い
て
も
目
配
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
彼
は
郊
外
を
扱
っ
た
最
近
の
論
文
で
、
郊
外
社
会
一
般
を
論
じ
る
に
は

ま
だ
研
究
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
郊
外
の
無
秩
序
を
余
り
に
誇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ
レ

張
す
る
こ
と
は
ま
た
誤
り
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
論
文
は
、
サ
ザ
ッ
ク
、
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
、
イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
に
関
す
る
近
年
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た

　
　
　
　
　
ユ
　

も
の
で
あ
り
、
も
は
や
「
郊
外
を
含
む
大
ロ
ン
ド
ン
の
ほ
と
ん
ど
は
、
教
区
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

ナ
、
そ
し
て
州
当
局
の
無
力
な
連
携
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
従
来

の
通
説
は
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
郊
外
に
は
そ
れ
自
身
の
政
治
秩
序
が

存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
と
は
何
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
シ
テ
ィ
と
ウ
ェ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
お
け
る
教
区
の
政
治
参
加
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
、
両
者
の

特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
安
定
論
」
を
再
考
し
て
み
た
い
。

　
そ
の
際
に
、
参
照
さ
れ
る
べ
き
視
角
と
し
て
、
ア
ー
チ
ャ
ー
の
第
二
・
第
三
の

論
点
が
有
効
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
参
加
の
機
会
は
各
構
成
員
に
等
し
く
開

か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
役
職
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
富
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
密

接
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
以
外
の
地
方
都
市
や
農
村
を
扱
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

た
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
論
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
社
会
階
層
の
分
極
化

を
背
景
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
市
区
が
次
第
に
衰
退
し
、
教
区
会
が
寡
頭
的
性
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格
を
強
め
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
「
特
別
教
区
会
（
。
。
①
－

回
。
島
く
。
。
。
菖
）
」
の
問
題
で
あ
る
。
教
区
会
の
変
質
は
、
教
区
の
政
治
参
加
の
問
題

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
本
稿
で
は
、
政
治
参

加
の
問
題
が
役
職
の
階
層
秩
序
と
教
区
会
の
問
題
を
中
心
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
以
上
が
本
稿
の
目
的
と
そ
の
視
角
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
革
命
期

（一

Z
四
〇
一
六
〇
年
）
を
中
心
に
、
郊
外
の
教
区
で
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー

の
セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ィ
ン
・
イ
ン
・
ザ
・
フ
ィ
ー
ル
ズ
教
区
、
シ
テ
ィ
で
は
セ
ン

ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
・
イ
ン
・
ズ
ィ
・
イ
ー
ス
ト
教
区
を
お
も
に
対
象
と
す
る
（
以

下
、
セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ィ
ン
教
区
、
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教
区
と
略
記
す
る
）
。

こ
れ
ら
の
教
区
が
選
ば
れ
た
の
は
、
何
よ
り
も
史
料
の
残
存
状
況
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
前
者
に
は
、
「
教
区
役
員
登
録
簿
、
一
六
一
一
年
か
ら
一
七
三
〇
年
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
け

い
う
絶
好
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
し
、
後
者
に
は
革
命
期
の
「
教
区
会
議
事
録
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
に
後
者
に
関
し
て
は
、
こ
の
史
料

は
ほ
か
の
教
区
に
も
残
存
し
て
い
る
し
、
シ
テ
ィ
の
百
を
超
え
る
教
区
の
中
か
ら
、

ひ
と
つ
の
教
区
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
。
概
し
て
シ
テ
ィ

の
各
教
区
の
史
料
の
残
存
状
況
は
一
様
で
は
な
く
、
特
に
ロ
ン
ド
ン
大
火
以
前
の

状
況
は
決
し
て
良
好
と
は
い
え
な
い
。
当
該
教
区
の
中
心
史
料
で
あ
る
「
教
区
会

議
事
録
」
も
、
こ
の
時
期
は
「
六
五
一
年
ま
で
の
も
の
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
シ
テ
ィ
に
関
し
て
は
内
外
の
豊
富
な
先
行
研
究
を
適
宜
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

照
し
な
が
ら
、
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
史
料
の
状
況
に
加
え
て
こ
の
教

区
が
選
ば
れ
た
の
は
、
革
命
期
に
教
区
の
政
治
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に

　
　
ゐ
　

加
え
て
、
モ
ー
リ
ス
・
ト
ム
ソ
ン
な
ど
革
命
期
に
活
躍
す
る
人
物
を
輩
出
し
た
か

　
　
　
　
　
け
　

ら
で
も
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
革
命
と
い
う
混
乱
の
時
代
に
、

に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

教
区
社
会
は
ど
の
よ
う

注
（
1
）
＜
．
噂
＄
鎚
．
9
器
σ
Q
①
帥
a
Q
。
讐
讐
図
貯
Q
。
o
＜
o
韓
8
瞬
鹸
お
窪
鐙
還
門
。
巳
。
臣
．
田
寒
恥

　
卜
§
S
嵩
き
ミ
謹
ト
＜
o
回
．
納
爵
。
■
把
賂
這
（
鈎
⇔
ゆ
陶
超
（
鼠
●
y
寒
恥
寒
§
、
§
叙
9
§
ミ

　
ぎ
ミ
認
㍉
趣
肉
§
魯
、
嵜
肉
認
魁
篤
息
零
腎
§
鞘
蔑
o
q
㌧
ご
O
丸
軌
Q
。
鈎
轡
。
爵
鳥
。
鮮
罵
逡

　
に
再
録
ご
島
ρ
．
Q
。
o
皇
三
層
。
回
8
図
駐
団
ρ
身
蜜
。
畠
。
欝
ド
。
藍
魯
．
”
尉
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豊
o
k
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8
瀦
P
＜
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巳
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σ
．
乏
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触
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拙
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と
解

　
説
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ヴ
ァ
ル
リ
ィ
旨
パ
ー
ル
『
近
代
前
期
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
社
会
政
策
』

　
（
上
）
（
中
）
（
下
）
」
（
『
札
幌
学
院
大
学
人
文
学
会
紀
要
』
第
四
六
、
四
八
、
五

　
五
号
、
一
九
八
九
、
一
九
九
〇
、
一
九
九
四
年
）
。
中
野
忠
「
イ
ギ
リ
ス
近
世
都

　
市
の
危
機
と
安
定
ー
ロ
ン
ド
ン
史
の
最
近
の
成
果
か
ら
一
」
（
『
大
阪
学
院
大
学

　
経
済
論
集
』
第
六
巻
、
第
一
号
、
一
九
九
二
年
）
。

（
2
）
門
≧
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冨
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§
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へ
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σ
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§
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吻
ミ
§
尉
鴨
ミ
隷
9
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§
∩
髄
ヨ
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。
。
ご
畑
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■
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。
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今
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§
隔
Q
ミ
恥
ミ
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§
、

　
§
織
9
黛
恥
骨
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き
、
◎
き
譜
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§
、
嵩
吻
紺
き
9
㌧
自
画
丸
亀
図
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。
・
↓

　
ご
賦
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興
。
。
芽
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暁
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・
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§
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§
、
肉
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§
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5
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＜
o
囲
．
P
琴
．
F
ち
ま
申
聞
，
閏
。
閏
。
。
。
器
三
九
鳴
、
ミ
ミ
亀
ミ
恥
ミ
守
ミ
量
㌦
献
、
ミ
、
ミ
豊
玉

　
、
書
沁
ミ
恥
議
匙
甦
時
暮
僑
き
織
嵩
卜
§
さ
き
ピ
露
鳥
。
鐸
¢
謡
甲
〉
’
〉
お
。
鼻
這
竜
象
膏
ミ

　
さ
恥
肉
R
、
象
㍉
禽
欝
ミ
§
ミ
q
駄
、
隷
、
ミ
N
き
題
9
、
書
O
ミ
ミ
ト
§
§
き
ま
き
一

　
へ
ゆ
哨
『
P
堂
。
・
。
。
‘
ご
陰
〈
2
。
・
陣
ぞ
。
噛
び
。
出
島
。
詳
罵
◎
。
ω
一
8
巴
一
F
、
ミ
欺
§
ト
き
§
ミ

　
溢
恥
ミ
辱
禽
肉
塾
α
q
㌧
§
§
気
恥
8
㍉
僑
量
註
～
譜
O
ミ
、
ミ
二
曹
9
之
①
≦
舞
ド
ド
。
爵
畠
自

　
窪
島
同
。
δ
筥
ρ
お
。
。
ひ
．
坂
巻
清
『
イ
ギ
リ
ス
・
ギ
ル
ド
崩
壊
史
の
研
究
』
（
有
斐

　
閣
、
一
九
八
七
年
〉
、
上
田
惟
一
『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
史
研
究
』
（
関
西
大
学

　
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
、
宮
川
剛
「
近
世
ロ
ン
ド
ン
の
教
区
一
い
わ
ゆ
る
『
ロ

　
ン
ド
ン
安
定
論
』
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
『
史
林
』
八
0
巻
四
号
、
一
九
九
七
年
）
。

（
1
0
）
円
ド
置
物
．
息
斜
や
一
ま
■

（
H
）
モ
ー
リ
ス
・
ト
ム
ソ
ン
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
を
参
照
。
圃
■
¢
⇔
書
淫
。
評

§
、
き
§
財
§
織
肉
ミ
。
、
ミ
～
§
㌧
6
諒
§
丙
魯
、
o
ミ
融
ミ
6
0
ミ
N
川
蝉

O
器
塁
恥
＆
寄
無
譜
蚤
賦
回
O
丸
a
馬
陶
聞
臣
爵
8
8
P
回
＄
P
罵
の
・
・
凶
罵
’

　
　
教
区
の
役
職
と
そ
の
階
層
構
造

額
鳶
蹴
卜
◎
嵩
§
嵩
、
恥

　
ま
ず
、
シ
テ
ィ
市
脳
内
の
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教
区
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の

教
区
は
ロ
ン
ド
ン
塔
の
近
く
テ
ム
ズ
川
沿
い
の
教
区
で
、
市
壁
中
心
部
の
人
口
は

少
な
い
け
れ
ど
稠
密
な
小
教
区
と
は
異
な
り
、
革
命
前
夜
お
よ
そ
二
⊥
ハ
六
世
帯
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
二
〇
〇
名
の
教
会
員
を
も
つ
市
骨
内
の
最
大
教
区
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
市
壁

外
の
大
教
区
が
数
千
名
の
教
会
員
を
も
ち
多
数
の
貧
者
を
抱
え
て
い
た
の
と
は
異

な
り
、
一
六
四
二
年
二
月
、
議
会
に
対
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
教
区
内
で
最
大
の

一
四
〇
七
ポ
ン
ド
の
献
金
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
富
裕
な
教
区
で
も
あ
る
。
実
際

に
、
革
命
暦
こ
の
教
区
か
ら
は
ロ
ン
ド
ン
市
長
や
参
事
会
員
ば
か
り
で
な
く
、
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
ド
の
組
合
長
に
も
八
名
の
者
が
就
任
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
意
味
で
、
こ
の

教
区
は
典
型
的
と
い
え
な
い
ま
で
も
、
や
は
り
あ
く
ま
で
市
部
内
の
教
区
な
の
で

あ
る
。

　
こ
の
教
区
の
役
員
は
、
シ
テ
ィ
の
ほ
か
の
教
区
と
同
じ
よ
う
に
復
活
祭
の
頃
に

選
出
さ
れ
、
「
教
区
会
議
事
録
」
に
登
録
さ
れ
る
。
一
六
四
〇
年
か
ら
五
一
年
ま

で
欠
か
さ
ず
登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
教
区
委
員
（
島
響
簿
≦
石
叩
窪
ご
、
「
救
貧

税
徴
収
委
員
（
8
國
回
・
。
§
貯
簿
。
唱
8
円
）
」
、
「
監
査
委
員
（
繕
舞
。
円
）
」
そ
し
て

「
調
査
委
員
（
＜
唄
0
≦
0
叫
）
」
で
あ
る
。
定
員
が
一
定
で
あ
る
の
は
前
二
者
で
二
名
で

あ
る
が
、
「
救
貧
税
徴
収
委
員
」
に
関
し
て
は
、
一
度
だ
け
旧
名
の
登
録
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
ヨ
　

た
と
き
が
あ
る
。
後
の
二
つ
の
役
職
に
関
し
て
は
定
員
が
一
定
せ
ず
、
年
度
に
よ
っ
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て
、
「
監
査
委
員
」
は
六
名
か
ら
一
二
名
、
「
調
査
委
員
」
は
同
じ
く
六
名
か
ら
一

四
名
ま
で
の
登
録
が
あ
る
。
ほ
か
の
教
区
に
必
ず
あ
る
「
救
貧
委
員
（
。
＜
o
『
。
・
o
禽

ま
＝
冨
唱
。
。
円
）
」
は
、
教
区
の
政
治
構
造
が
改
変
さ
れ
た
］
六
四
三
年
の
五
月
一

〇
日
に
登
録
が
な
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
一
四
名
の
「
救
貧
税
査
定
委
員
（
9
甲

ψ
o
田
賃
穿
鋳
。
醤
。
噌
）
」
が
新
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
役
職
は
一
年
限
り
で

廃
止
さ
れ
、
一
六
四
五
年
度
か
ら
は
再
び
「
救
貧
委
員
」
が
登
録
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、
同
様
に
ほ
か
の
教
区
で
見
ら
れ
る
「
教
区
委
員
補
（
o
弓
陣
侮
O
q
o
圏
P
帥
瞬
）
」

は
一
六
四
三
年
度
ま
で
存
在
し
て
い
た
が
、
一
六
四
四
年
度
以
降
は
そ
の
姿
が
見

ら
れ
な
く
な
る
。
な
お
任
期
に
関
し
て
は
、
「
教
区
委
員
」
、
「
教
区
委
員
補
」
と

「
救
貧
委
員
」
は
二
年
で
あ
り
、
「
救
貧
税
徴
収
委
員
」
は
一
年
で
あ
る
が
、
「
監

査
委
員
」
と
「
調
査
委
員
」
は
］
定
し
て
い
な
い
。

　
各
年
度
の
役
職
者
の
数
を
単
純
に
計
算
す
る
と
、
最
大
で
三
九
名
、
最
小
の
年

度
は
一
九
名
と
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
数
字
を
二
六
六
世
帯
の
家
長
が
就
く
べ
き
役

職
と
仮
定
す
る
と
、
多
い
と
き
で
お
よ
そ
七
名
の
内
一
名
、
少
な
い
と
き
で
一
四

名
に
一
名
の
家
長
が
何
ら
か
の
役
職
に
就
く
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
数
字

に
は
、
市
区
や
ギ
ル
ド
の
役
職
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
一
見
す
る
と
、
役
職
の
過

多
を
主
張
す
る
「
安
定
論
」
者
の
パ
ー
ル
の
主
張
が
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

彼
女
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
総
合
し
て
「
お
そ
ら
く
一
〇
名
の
家
長
の
う
ち
一
名
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
　

］
年
交
替
で
何
ら
か
の
役
職
に
つ
い
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
数
字
は
額
面
通
り
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
一
人
物
が

複
数
の
役
職
を
兼
務
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
一
人
物
が
同
じ
年
度
に

複
数
の
役
職
を
兼
務
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
ま
た
多
年
度
に
同
一
の
あ
る
い
は
複

数
の
役
職
を
渡
り
歩
く
と
い
う
こ
と
も
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
教
区
の
役
職
に
つ

（8）

表1　役職の昇進例（セント・ダンスタン・イン・ズィ・イースト）
（A）

Petteward　John

1641－42 collector　for　the　oor

1642　　　　　chosen　a　vest　man

1643－44　　　assessor　for　the　　oor

1644－45　　　　　auditor

1645－46　　ember　of　the　committee（vestryman）

@　　　　　　　　　churchwarden

1646－47 ember　of　the　committee（vestryman

@　churchwarden

1647－48

ember　of　the　committee（vestryman）

盾魔?ｒｓｅｅｒ　for　the　poor

@　　　　VIewer

1648－49

ember　of　the　committee（vestryman）

盾魔?ｒｓｅｅｒ　for　the　poor

@　　　　auditor

1649－50

ember　of　the　committee（vestryman

@　　　　auditor
汲?ｅ　er　of　the　ke　　of　the　vest

1650－51　　ember　of　the　committee（vestryman

@　　　　　　　　　　　auditor

1651－52 ember　of　the　committee（vestryman

@　　　　auditor

く
機
会
は
す
べ
て

の
住
民
に
対
し
て

平
等
に
開
か
れ
て

い
た
の
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
表

1
1
（
A
）
の
ト
マ

ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏

は
一
六
四
⊥
ハ
年
度

に
「
救
貧
税
徴
収

委
員
」
で
あ
り
な

が
ら
、
「
調
査
委
員
」

で
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
（
B
）
の
ジ
ョ

ン
・
ペ
テ
ィ
ワ
ー

ド
氏
は
一
六
四
四

年
度
に
「
監
査
委

員
」
に
な
っ
た
の

を
は
じ
め
と
し
て
、

四
八
、
四
九
、
五

〇
、
五
一
年
度
に

も
同
じ
役
職
に
繰

り
返
し
就
任
し
て
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auditors

Vlewers

図1

⇔

overseers　for　the　poor

↑
churchwardens

↑
coliectors　foドthe【》oor

↑
sidesmen

職
に
就
任
す
る
順
序
は
、
「
教
区
委
員
補
」
、
「
救
貧
税
徴
収
委
員
」
、

「
救
貧
委
員
」
と
な
る
。
こ
の
役
職
の
ど
の
段
階
で
も
「
監
査
委
員
」

委
員
」
と
兼
任
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
両
者
の
役
職
の
グ
ル
ー
プ
に
有
意
な

差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
す
べ
て
の
者
が
「
教
区
委
員
補
」
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
人
に
よ
っ
て
は
「
救
貧
税
徴
収
委
員
」
や

「
教
区
委
員
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
者
も
い
る
し
、
な
か
に
は
下
級
職
を
経
験
せ

い
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、

ほ
か
に
も
多
数
存
在
す

る
。
実
際
に
、
こ
の

「
調
査
委
員
」
と
「
監

査
委
員
」
は
同
じ
性
格

を
も
つ
役
職
で
あ
り
、

ほ
か
の
役
職
と
兼
任
可

能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

何
度
で
も
重
任
で
き
た

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
兼

任
や
重
任
で
き
な
い
役

職
に
関
し
て
は
、
一
定

の
階
層
構
造
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
表
1
1

（
A
）
と
図
1
に
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
役

　
　
　
「
教
区
委
員
」
、

　
　
　
　
　
や
「
調
査

ず
に
「
救
貧
委
員
」
に
な
る
者
も
例
外
的
に
存
在
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
順
序
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
う
　

め
っ
た
に
逆
転
し
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
四
つ
の
委
員
に
す
べ
て
就
任
し
た
ブ
ラ
ウ

ン
氏
の
よ
う
な
人
物
は
、
非
常
に
ま
れ
な
例
で
あ
っ
た
。
当
該
時
期
に
「
教
区
委

員
補
」
を
務
め
た
一
五
名
の
う
ち
「
救
貧
委
員
」
ま
で
す
べ
て
の
委
員
を
経
験
し

た
の
は
、
わ
ず
か
二
名
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
救
貧
税
徴
収
委
員
」
か
ら
「
救
貧
委
員
」
に
な
っ
た
者
は
二
七
名
中
六
名
、
「
教

区
委
員
」
か
ら
「
救
貧
委
員
」
に
な
っ
た
者
は
一
五
名
中
九
名
と
、
上
位
の
役
職

に
な
る
ほ
ど
上
昇
率
は
高
い
。
上
位
の
役
職
に
な
る
ほ
ど
責
任
が
重
く
、
そ
れ
を

任
せ
ら
れ
る
人
間
は
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
教
区
の
役
員
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
役
職
の
ほ
ん
の
一
部
を
構
成
す
る
に

す
ぎ
な
い
。
特
に
「
安
定
論
」
者
が
重
要
な
根
拠
と
し
た
市
区
の
役
職
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
こ
の
教
区
で
は
解
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
セ
ン
ト
・
ダ

ン
ス
タ
ン
教
区
の
あ
る
タ
ワ
ー
市
区
の
記
録
に
関
し
て
、
こ
の
時
期
の
も
の
は
ほ

と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
教
区
会
議
事
録
」
に
市
区
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　

役
人
が
記
録
さ
れ
て
い
る
例
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
教
区
で
は
ま
っ
た
く
残

さ
れ
て
い
な
い
。
ほ
か
の
教
区
、
た
と
え
ば
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
・
イ
ン
・
ザ
・

ウ
ェ
ス
ト
教
区
の
「
教
区
会
議
事
録
」
で
は
、
表
2
の
（
A
）
（
B
）
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
市
区
の
役
職
と
教
区
の
役
職
が
混
在
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
昇
過
程
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
市
区
の
史
料
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
、

た
と
え
ば
コ
ー
ン
ヒ
ル
市
区
の
「
区
審
問
記
録
（
薯
鎚
鳥
欝
0
8
騨
轄
。
。
。
叫
蝉
。
α
q
舞
戸
。
門
）
」

に
は
、
多
数
の
役
職
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
区
審
問
関
係
の
役
職
に
加
え
て
、

「
市
会
議
員
（
O
O
馨
O
臣
　
O
O
9
爵
O
瞬
ヨ
髄
β
）
」
、
「
警
吏
（
。
o
臣
。
。
欝
げ
國
。
）
」
、
「
街
路
清
掃
委

員
（
Q
o
O
陶
く
0
昌
σ
q
O
屑
）
」
、
「
パ
ン
屋
（
げ
鉾
0
円
と
、
「
庶
務
（
げ
＄
簿
）
」
、
「
雑
役
夫
（
窮
ぎ
回
）
」
、
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（B）

表2　役職の昇進例（セント・ダンスタン・イン・ザ・ウェスト）
（A）

A，M、　Di目gle，　oρ．σ1亡．，　p．103より作成

Benion　Thornas

1605－06 scaven　er
1609－10 constable

1610－1准 e【ected　to　the　vestry

@　　constable

1613－14 member　of　the　in　uest

1617－18 member　of　the　ln　uest

1619－20 ’unlor　churchwarden

1620－21

u

member　of　the　inquest

@　　er　chuchwarden

（foreman）

1621－22 auditor

か
ら
実
質
的
に
ひ
と
つ
の
都
市
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ィ
ン
教
区
は
、

に
位
置
し
て
お
り
、
一
七
世
紀
の
初
頭
ま
で
ス
ト
ラ
ン
ド
街
を
除
き
人
口
密
度
の

　
「
飲
食
屋
（
轡
罠
。
『
）
」
、
さ
ら
に
三
〇
名
の

大
陪
審
員
、
四
〇
名
士
の
小
陪
審
員
と
い
う

実
に
多
数
の
役
職
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で

　
　
　
　
イ

あ
る
。
こ
れ
に
ギ
ル
ド
の
役
人
を
加
え
る
と
、

確
か
に
役
職
の
過
多
が
問
題
に
な
り
そ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
示
唆
し
て
お
き
た

　
い
こ
と
は
、
教
区
の
役
員
と
い
う
狭
い
範
囲

　
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
役
職
の
就
任
に
は
兼
任

や
重
任
、
そ
れ
と
多
年
に
わ
た
る
役
職
の
渡

り
歩
き
が
あ
り
、
案
外
と
同
一
人
物
が
役
職

に
つ
く
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
点
に
関
し
て
は
、
よ
り
詳
細
に
各
自
治

機
構
の
役
職
の
関
係
を
調
べ
て
い
く
必
要
が

　
あ
ろ
う
。

　
　
一
方
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
セ
ン
ト
・

　
マ
ー
チ
ィ
ン
教
区
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ウ
ェ

　
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
市
は
一
五
八
五
年
に
成
立

　
し
た
新
し
い
都
市
で
あ
る
煙
、
ウ
エ
ス
ト
ミ

　
ン
ス
タ
ー
・
ア
ビ
ィ
を
中
心
と
す
る
セ
ン
ト
・

　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
区
は
人
口
稠
密
で
、
中
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
0
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
対
し
て
、

シ
テ
ィ
と
セ
ン
ト
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
区
の
間

低
い
田
園
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
教
区
は
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ェ
ス
ト
・

エ
ン
ド
と
し
て
、
講
衆
外
の
大
教
区
と
共
通
の
性
格
を
よ
り
強
く
も
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
の
の
ち
人
口
が
急
増
し
て
、
革
命
前
夜
に
は

一
万
八
五
〇
〇
名
の
人
口
を
擁
し
、
セ
ン
ト
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
区
を
し
の
ぐ
に

　
　
け
　
至
る
。
こ
の
人
口
規
模
は
先
の
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教
区
の
一
〇
倍
を
超
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
第
二
の
都
市
ノ
リ
ッ
ジ
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

人
口
規
模
と
そ
の
面
積
か
ら
、
こ
の
教
区
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
市
の
中
心
教

区
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
教
区
の
「
教
区
役
員
登
録
簿
」
に
は
、
八
種
類
の
役
職
が
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
に
欠
か
さ
ず
登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
教
区
委
員
」
、

「
教
区
委
員
補
」
、
「
救
貧
委
員
」
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
教
区
委
員
」
と

「
教
区
委
員
補
」
に
つ
い
て
は
、
常
に
定
員
が
そ
れ
ぞ
れ
二
名
と
呼
名
で
一
定
し

て
お
り
、
任
期
は
通
常
二
年
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
救
貧
委
員
」
は
任
期
に

つ
い
て
は
通
常
一
年
で
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
が
、
定
員
は
年
度
に
よ
っ
て
四
名
か

ら
八
名
の
幅
が
あ
り
、
一
六
六
〇
年
半
ば
以
降
、
定
員
の
増
加
傾
向
は
顕
著
と
な

る
。
ほ
か
の
「
街
路
清
掃
委
員
」
や
「
公
道
監
督
委
員
（
。
。
鎧
塁
契
尖
鼠
聾
。
翫
α
Q
げ
－

≦
遂
。
。
）
」
は
、
こ
の
「
登
録
簿
」
に
継
続
し
て
登
録
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
同

様
の
増
加
傾
向
を
示
す
。
た
と
え
ば
「
街
路
清
掃
委
員
」
は
任
期
一
年
の
役
職
で

あ
り
、
一
六
一
八
年
度
か
ら
四
〇
年
度
ま
で
定
員
四
名
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
一
六
七
〇
年
代
ま
で
の
間
隙
を
経
て
、
七
〇
年
代
に
は
再
び
登
録
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
年
度
に
よ
っ
て
一
〇
名
か
ら
二
九
名
ま
で
の
登
録
が
見
ら
れ

　
　
　
　
　
　
ロ
　

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
「
公
道
監
督
委
員
」
も
任
期
一
年
の
役
職
で
あ
り
、
一

六
一
八
年
度
か
ら
四
〇
年
度
、
六
一
年
度
か
ら
六
三
年
度
に
は
定
員
二
名
で
あ
る
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が
、
六
五
年
度
か
ら
は
定
員
四
名
と
な
り
そ
の
の
ち
最
大
一
〇
名
ま
で
定
員
が
増

加
す
る
。
ボ
ー
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
革
命
期
の
内
乱
で
減
少
し
た
人
口
は
五
〇
年

代
に
回
復
の
兆
し
を
見
せ
、
六
〇
年
代
に
は
い
わ
ゆ
る
「
テ
イ
ク
・
オ
フ
」
が
始

ま
る
と
い
う
か
ら
、
こ
の
役
職
定
員
の
増
加
傾
向
と
人
口
増
加
の
時
期
は
ほ
ぼ
一

致
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
役
職
の
ほ
か
に
、
「
登
録
簿
」
に
は
、
「
公
有
地
監
督
委
員
（
。
。
鎧
署
建
。
円

O
噛
聾
0
野
ぎ
σ
Q
の
冨
望
）
」
、
「
警
吏
」
、
「
救
貧
院
院
長
（
α
Q
o
＜
o
ヨ
。
川
営
二
齪
。
既
霧
ぎ
藷
。
）
」

と
い
う
役
職
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
公
有
地
監
督
委
員
」
は
、
一
六

一
八
年
度
か
ら
二
一
年
度
、
二
⊥
ハ
年
度
か
ら
四
〇
年
度
そ
し
て
四
四
年
度
か
ら
四

八
年
度
ま
で
間
欠
的
に
現
れ
て
く
る
役
職
で
あ
る
が
、
定
員
は
二
名
で
一
定
し
て

お
り
、
任
期
は
一
年
で
あ
る
。
ま
た
、
「
警
吏
」
は
一
六
一
八
年
度
か
ら
二
五
年

度
ま
で
し
か
登
録
が
な
く
、
対
象
の
時
期
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
役
員

の
前
歴
と
し
て
参
照
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
当
該
時
期
の
「
警
吏
」
の
任
期
は
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
へ

で
あ
る
が
、
定
員
は
町
名
か
ら
八
名
と
一
定
し
な
い
。
「
救
貧
院
院
長
」
に
つ
い

て
は
、
エ
ハ
三
三
年
度
に
二
名
が
登
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
八
つ

の
役
職
名
を
見
る
と
シ
テ
ィ
の
前
述
し
た
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
・
イ
ン
・
ザ
・

ウ
ェ
ス
ト
教
区
の
よ
う
に
、
教
区
の
役
職
と
市
区
の
役
職
が
混
在
し
て
現
れ
て
き

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
階
層
構
造
に
つ
い
て
は
、
シ
テ
ィ
の
教
区

と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
図
2
に
示
し
た
の
が
そ
の
階
層
構
造
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
「
救
貧
院
院
長
」

を
除
く
上
記
の
七
つ
の
役
職
は
大
き
く
二
層
に
分
か
れ
る
こ
と
と
、
役
職
の
階
層

構
造
の
最
上
層
に
「
教
区
会
役
員
（
＜
o
。
。
ヨ
言
誤
）
」
が
来
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

も
含
め
る
と
三
層
構
造
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
図
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

図2教区役員の階層（セント・マーチィン・イン・ザ・フィールズ）

arish　minister

the　nobles

the　rich

←vestrymen

↑
churchwardens

↑
sidesmen

↑
overseers　of　the　DQor

↑

に
、
「
街
路
清
掃
委
員
」
、
「
警
吏
」
、
「
公
道
監
督
委
員
」
、
「
公
有
地
監
督
委
員
」

の
四
つ
の
役
職
が
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
役
職
は
常
に

「
救
貧
委
員
」
の
前
に
経
験
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
四
つ
の
役
職

に
つ
く
順
序
は
＝
疋
し
て
い
な
い
。
こ
の
意
味
で
こ
れ
ら
四
つ
の
役
職
に
有
意
の

差
は
な
く
、
「
救
貧
委
員
」
以
上
の
役
職
に
対
し
て
下
級
職
と
な
っ
て
い
る
。
「
救

貧
委
員
」
は
上
級
職
へ
の
入
り
口
で
あ
り
、
こ
の
役
職
を
終
了
し
た
者
の
中
の
あ
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（B）

表3　役職の昇進例（セント・マーチィン・イン・ザ・フィールズ）
（A）

Coo　er　John　　　　　　　barber　ls．

16｛9－20 surve　orofthehi　hwa　s
手622－23 scaven　er
1623－24 constable

1625－26 overseer　of　the　oor

1627－29 s｝desman

1633－35 churchwarden

1640－66 vest　man

Bur　h　Robert　　　　　　u　holster可2s．

1633－34 urve　or　ofthe　kin闘s　ha

1635－36 ovrseer　Of　the　oor

1643－45 sldesman

1647－49 churchwarden

1651－69 vest　man
1663 treasurer　of　the　Tower　to　be　re　aired

る
者
は
、
次
に
「
教
区
委
員
補
」
と
な
り
、
さ
ら

に
そ
の
中
の
あ
る
者
が
「
教
区
委
員
」
と
な
る
。

こ
の
逆
の
例
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
ち
な
み

に
「
救
貧
委
員
」
か
ら
「
教
区
委
員
補
」
に
な
る

者
は
、
一
六
四
〇
年
代
で
五
〇
名
画
二
四
名
、
五

〇
年
代
に
は
六
〇
名
中
二
一
名
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
進
ん
で
「
教
区
委
員
」
と
な
る
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
数
の
］
三
名
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
っ
た

ん
「
教
区
委
員
」
ま
で
務
め
あ
げ
た
者
は
、
ほ
と

ん
ど
「
教
区
会
役
員
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
下
級
職
か
ら
「
救
貧
委
員
」
に
な
っ
た

者
は
四
〇
年
代
で
一
五
名
、
五
〇
年
代
で
極
帯
で

あ
り
、
し
だ
い
に
そ
の
回
路
は
細
く
な
る
よ
う
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
一
般
の
住
民
が
「
教
区
会
役
員
」
に

な
る
道
は
、
こ
の
役
職
の
階
層
を
昇
っ
て
い
く
は

か
な
か
っ
た
。
表
3
は
二
人
の
人
物
に
関
す
る
役

職
の
昇
進
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

「
教
区
会
役
員
」
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ほ
ぼ
終
身
、

そ
の
任
に
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
A
）

の
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
グ
氏
は
一
八
年
間
、
（
B
）

の
ジ
ョ
ン
・
ク
ー
パ
ー
氏
は
実
に
二
六
年
間
「
教

区
会
役
員
」
と
し
て
教
区
会
に
継
続
的
に
出
席
し

て
い
る
。
こ
の
期
間
は
、
教
区
の
役
員
で
あ
っ
た
期
間
よ
り
か
な
り
長
い
。
ま
た
、

東
西
の
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教
区
と
は
異
な
り
、
一
度
「
教
区
会
役
員
」
ま
で

上
り
詰
め
る
と
一
般
の
教
区
の
役
職
に
は
つ
く
こ
と
が
な
い
。
東
の
セ
ン
ト
・
ダ

ン
ス
タ
ン
教
区
で
は
、
「
教
区
会
役
員
」
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
れ
か
ひ
と
つ
の

教
区
役
員
を
経
験
す
れ
ば
よ
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
「
教
区
会
役
員
」
に
な
っ

た
あ
と
に
教
区
の
役
員
を
務
め
る
者
も
両
教
区
で
存
在
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ィ
ン
教
区
で
は
教
区
会
の
ス
テ
イ
タ
ス
が
高
く
、
ま
さ
に
教
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
い

「
自
治
の
操
縦
室
（
8
0
恩
巴
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
市
は

新
し
い
都
市
で
あ
り
、
市
区
が
ロ
ン
ド
ン
ほ
ど
発
達
し
て
い
な
い
し
、
固
有
の
ギ

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ぜ

ル
ド
も
存
在
し
な
い
。
こ
こ
か
ら
当
然
、
教
区
に
か
か
る
比
重
が
相
対
的
に
大
き

く
な
る
。
こ
の
巨
大
教
区
は
、
革
命
期
に
自
立
性
を
強
め
、
そ
れ
自
身
で
ひ
と
つ

の
都
市
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
（
A
）
の
バ
ー
グ
氏
が
家
具
商
で
あ
り
、
一
六

六
四
年
の
「
人
頭
税
報
止
呈
日
」
に
よ
る
と
一
ニ
シ
リ
ン
グ
の
人
頭
税
を
支
払
っ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
（
B
）
の
ク
ー
パ
ー
氏
は
床
屋
で
あ
り
支
払
っ
て
い
る
人
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ら

税
は
一
シ
リ
ン
グ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
バ
ー
グ
氏
が
富
裕
な
住
民
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
ク
ー
パ
ー
氏
は
最
低
の
六
ペ
ン
ス
に
次
ぐ
ラ
ン
ク
の
税
額
し
か
支

払
っ
て
い
な
い
。
こ
の
教
区
で
は
史
料
の
不
足
に
よ
り
、
役
職
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

と
富
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
相
関
関
係
を
実
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
ク
ー

パ
ー
氏
の
よ
う
な
住
民
も
「
教
区
会
役
員
」
に
昇
進
す
る
回
路
が
存
在
し
た
こ
と

は
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
細
い
回
路
で
は
あ
っ
て
も
、
政

治
参
加
の
機
会
は
住
民
に
保
証
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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七
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七
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、
七
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に
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録
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い
。
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員
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〇
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な
の
は
八
一
年
度
か
ら
八
四
年
度
お
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び
八
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年
度
か
ら
九
二
年
度
ま
で
で
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か
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度
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で
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お
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命

　　

�
E
忌
避
と
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（
鴫
野
①
）

　
フ
ォ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
科
料
を
払
っ
て
役
職
を
忌
避
す
る
慣
習
は
、
す
で
に

シ
テ
ィ
の
諸
教
区
で
一
六
世
紀
後
半
に
確
立
し
て
お
り
、
富
裕
な
住
民
は
下
級
職
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ヒ
　

に
つ
く
こ
と
を
忌
避
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
パ
ー
ル
に
よ
る

と
、
一
七
世
紀
で
は
「
特
に
上
級
職
に
お
い
て
、
役
職
の
忌
避
は
考
え
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
よ
り
も
普
通
に
行
な
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
確
か
に
、

セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教
区
で
は
、
一
一
年
間
に
三
件
の
役
職
忌
避
の
事
例
し
か

記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
氏
は
「
教
区
委
員
」
を
忌
避

す
る
た
め
に
、
五
ポ
ン
ド
の
科
料
を
支
払
い
、
そ
れ
は
救
貧
の
た
め
に
使
わ
れ
た

　
　
　
ぴ
　

と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
「
救
貧
税
徴
収
委
員
」
忌
避
の
事
例
は
二
件
あ
り
、
一

件
は
↓
○
ポ
ン
ド
の
科
料
を
支
払
っ
て
い
る
が
、
も
う
一
件
は
支
払
っ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
選
出
さ
れ
た
者
が
す
で
に
「
国
税
の
徴
収

委
員
（
。
・
窮
0
8
回
囲
①
o
欝
）
」
と
な
っ
て
お
り
、
兼
職
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
と

　
ロ
ゆ
ねい
う
。
こ
の
よ
う
に
、
役
職
を
忌
避
す
る
場
合
に
は
必
ず
科
料
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
理
由
に
よ
っ
て
は
科
料
が
免
除
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
役
職
の
序
列
と
科
料
の
額
の
高
低
が
必
ず
し
も
一
致
し
て

い
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
し
か
し
、
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教
区
の
事
例
は
余
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
し
、

市
区
の
下
級
職
と
の
関
係
が
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
デ
ィ
ン
プ
ル
の

研
究
に
よ
り
な
が
ら
、
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
・
イ
ン
・
ザ
’
ウ
ェ
ス
ト
の
事
例

を
取
り
あ
げ
て
み
た
い
。
た
だ
し
デ
ィ
ン
プ
ル
が
研
究
し
て
い
る
の
は
、
革
命
期

で
は
な
く
「
六
〇
三
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
表
4
に
示
し
た
の
が

そ
れ
で
あ
る
が
、
役
職
忌
避
の
総
件
数
は
九
一
件
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
総
ポ
ス

ト
数
六
六
〇
の
お
よ
そ
一
四
％
に
相
当
す
る
。
こ
の
数
字
を
高
い
と
見
る
か
、
低

い
と
見
る
か
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
「
街
路
清
掃
委

員
」
や
「
警
吏
」
の
よ
う
な
下
級
職
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
「
街
路
清
掃
委
員
」
の
忌
避
に
関
わ
る
件
数
は
三
〇
件
で
あ
り
、
全
体
の

お
よ
そ
三
分
の
一
、
「
警
吏
」
の
そ
れ
は
四
七
件
で
全
体
の
お
よ
そ
半
分
に
も
及

　
　
　
　
　
ら
ら
ロ

ぶ
か
ら
で
あ
る
。

表4　役職忌避の件数（セント・ダンスタン・イン・ザ・ウェスト）

SGaven　er
constable wardrnote　in　uest churchwarden several　offices

1603－04 1

1604－05

1605－06 3

1606－07

1607－08 3 5

1608－09 2 1

1609－10
｛610－11 1

1611一12 4 2

1612－13 1 ｛

1613－14 1 1

1614－15 8

16｛5－16 1 4

1616－17 3

1617－18 1 1 1

1618－19

1619－20
竃620－21

1621－22 3

1622－23 3

1623－24 1 2

1624－25 1 2

1625－26 3 1

1626－27 1 4

給27－28 3 ｛ 1

1628－29 1 4 1

1629－30 5 1 1

1630－31 3 4

　言茁
30 47 4 6 4

A．M．　Din91e，　oρ，01亡，　PP・312－315（Appendix　Vli－a）より作成
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こ
の
件
数
の
中
に
は
、
一
人
で
複
数
の
役
職
忌
避
を
し
て
い
る
者
が
含
ま
れ
て

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
度
に
複
数
の
役
職
を
忌
避
し
て
い
る
者
も
存
在
す
る
。

、
た
と
え
ば
、
ヘ
ン
リ
・
ベ
ス
ト
氏
は
「
種
々
の
役
職
（
旨
盛
q
。
黙
8
）
」
を
一

度
に
免
除
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
一
五
ポ
ン
ド
支
払
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ベ
ー
コ
ン
氏
は
一
六
一
一
年
に
、
「
街
路
清
掃
委
員
」
と
「
警
吏
」
を
同
時

に
忌
避
し
、
一
六
一
七
年
に
は
「
教
区
委
員
」
も
忌
避
し
て
い
る
。
前
者
の
タ
イ

プ
は
ベ
ス
ト
氏
の
ほ
か
に
も
二
名
お
り
、
後
者
の
タ
イ
プ
は
ベ
ー
コ
ン
氏
の
ほ
か

に
一
一
名
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
は
、
健
康
や
老
齢
を
理
由
に
あ
げ
る
者

が
多
い
が
、
な
か
に
は
す
で
に
こ
の
教
区
か
ら
達
っ
越
し
た
こ
と
や
す
で
に
ほ
か

の
役
職
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
者
も
い
る
。
さ
ら
に
、
お
そ
ら
く
役
職
そ

の
も
の
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
「
警
吏
」
は
任
期
二

年
の
役
職
で
あ
る
が
、
そ
の
二
年
目
に
役
職
を
忌
避
す
る
者
が
四
七
件
中
一
九
件

も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
教
区
の
秩
序
維
持
の
最
前
線
に
立
つ
「
警
吏
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

最
も
住
民
た
ち
と
軋
礫
を
生
じ
や
す
い
役
職
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

表
2
1
（
B
）
に
も
そ
の
一
例
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
任
期
中
に
「
救
貧
委
員
」

と
重
な
っ
た
こ
と
が
お
も
な
原
因
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
科
料
の
額
は
や
は
り
＝
疋
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
警
吏
」
の
場

合
、
五
ポ
ン
ド
を
支
払
っ
て
、
一
ポ
ン
ド
返
却
し
て
も
ら
っ
た
者
も
い
れ
ば
、
一

ニ
ポ
ン
ド
支
払
っ
た
者
も
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
「
街
路
清
掃

委
員
」
の
科
料
の
方
が
高
額
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「
教
区
委
員
」
の
よ
う
な
上
級

職
の
場
合
も
、
三
ポ
ン
ド
か
ら
一
〇
ポ
ン
ド
ま
で
、
科
料
の
額
は
一
定
せ
ず
、
そ

れ
は
役
職
の
序
列
と
必
ず
し
も
比
例
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
し
、
上
級
職
の
役
職
忌
避
は
少
数
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
シ
テ
ィ
で

は
科
料
の
基
準
は
存
在
せ
ず
、
個
人
の
財
産
の
状
況
に
よ
っ
て
そ
の
金
額
が
決
定

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
各
教
区
の
教
区
会
は
、
大
き
な
裁
量
の
権
限
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ィ
ン
教
区
で
は
、

「
救
貧
委
員
」
が
最
も
忌
避
さ
れ
た
役
職
で
あ
る
。
「
教
区
会
議
事
録
」
に
よ
れ
ば
、

一
六
四
〇
年
代
で
は
九
件
の
う
ち
七
件
、
五
〇
年
代
で
は
一
五
件
の
う
ち
一
四
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

が
「
救
貧
委
員
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
同
様
の
記
事
は
「
救
貧
委
員
会
計

簿
」
に
も
あ
り
、
か
な
り
の
部
分
が
重
複
し
て
い
る
が
、
四
〇
年
代
で
は
五
件
の

う
ち
一
件
、
五
〇
年
代
に
は
二
〇
件
の
う
ち
一
九
件
が
「
救
貧
委
員
」
忌
避
の
科

　
　
　
　
　
　

料
で
あ
る
。
特
に
五
〇
年
代
に
は
、
「
救
貧
委
員
」
の
ポ
ス
ト
が
六
〇
で
あ
っ
た

か
ら
、
計
算
上
お
よ
そ
四
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
の
ポ
ス
ト
に
役
職
忌
避
が
発
生

し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
教
区
で
は
、
な
ぜ
「
救
貧
委
員
」
が
こ
れ
ほ
ど
忌
避
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
役
職
の
階
層
秩
序
に
お
け
る
「
救
貧
委
員
」
の
位
置

に
あ
る
。
シ
テ
ィ
の
諸
教
区
で
は
「
救
貧
委
員
」
は
役
職
秩
序
の
最
高
位
に
あ
る

　
　
　
　
　
い
　

こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
ほ
か
に
救
貧
関
係
の
委
員
と
し
て
、
「
救
貧
税
徴
収
委
員
」

や
「
救
貧
税
査
定
委
員
」
の
よ
う
な
下
級
の
委
員
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ィ
ン
教
区
で
は
前
述
の
よ
う
に
、

役
職
秩
序
は
二
重
構
造
を
と
っ
て
お
り
、
「
救
貧
委
員
」
は
そ
の
上
層
の
最
下
級

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
一
六
五
〇
年
代
に
な
る
と
、
下
層
か
ら
「
救

貧
委
員
」
に
上
昇
す
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
上
層
と
下
層
の
分

離
が
進
行
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
級
職
に
つ
く
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
上
層
の

な
か
の
下
級
職
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
重
要
な
理
由
と
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し
て
、
こ
の
巨
大
教
区
に
お
け
る
救
貧
政
策
の
重
要
さ
や
困
難
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

す
で
に
別
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
教
区
の
救
貧
事
業
の
規
模
は
シ
テ
ィ
の
諸

教
区
を
は
る
か
に
超
え
る
巨
大
な
も
の
で
あ
り
、
救
貧
に
関
す
る
特
定
の
下
級
役

員
を
も
た
な
い
「
救
貧
委
員
」
は
救
貧
税
の
徴
収
や
定
期
・
不
定
期
の
支
給
金
の

給
付
を
め
ぐ
っ
て
、
地
域
の
住
民
や
貧
民
の
要
求
と
当
局
の
要
請
と
の
問
で
、
難

し
い
立
場
に
立
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
五
〇
年
代
に
は
、
貧
民
か

ら
の
請
願
書
が
増
大
す
る
一
方
で
、
救
貧
税
や
科
料
徴
収
の
強
化
が
行
な
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

こ
の
軋
礫
は
い
っ
そ
う
激
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
シ
テ
ィ
で
は
科
料
の
金
額
が
一
定
せ
ず
、
役
職
の
階
層
と
科
料
額
の
高

低
に
は
あ
ま
り
相
関
関
係
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
セ
ン
ト
・
マ
ー

チ
イ
ン
教
区
で
は
、
確
か
に
科
料
の
金
額
は
役
職
に
よ
っ
て
一
定
し
て
い
な
い
が
、

そ
の
金
額
は
役
職
の
ス
テ
イ
タ
ス
に
対
応
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
た
と
え
ば
、

「
教
区
委
員
」
忌
避
の
事
例
は
二
件
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
の
お
の
二

〇
ポ
ン
ド
の
科
料
が
科
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
救
貧
委
員
」
忌
避
の
事
例
は

一
〇
ポ
ン
ド
と
一
ニ
ポ
ン
ド
の
事
例
が
最
も
多
く
、
最
高
で
一
三
ポ
ン
ド
六
シ
リ

ン
グ
八
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
下
級
職
の
事
例
は
意
外
と
少
な
い
が
、
「
公
道
監
督

委
員
」
忌
避
の
科
料
は
一
ポ
ン
ド
、
「
街
路
清
掃
委
員
」
の
そ
れ
は
ニ
ポ
ン
ド
で

　
　
ロ
　
あ
る
。
こ
の
相
違
は
ど
こ
に
由
来
す
る
の
か
。
先
の
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
・
イ

ン
・
ザ
・
ウ
ェ
ス
ト
教
区
で
は
「
教
区
会
役
員
」
に
な
る
た
め
に
は
、
「
警
吏
か

教
区
委
員
か
区
審
問
関
係
の
役
員
」
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、

「
教
区
あ
る
い
は
街
区
お
よ
び
市
区
の
役
員
の
両
方
あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
一
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ぜ

経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
役
職
の
階
層
序
列
が
そ

れ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
教
区
会
の
構
成
員
に
な
っ
た
あ
と

で
教
区
や
市
区
の
役
職
に
つ
く
こ
と
も
あ
り
う
る
つ
ま
た
、
教
区
や
市
区
を
合
わ

せ
る
と
か
な
り
の
数
の
役
職
が
あ
り
、
兼
職
可
能
な
役
職
も
あ
れ
ば
、
昇
進
の
順

序
が
明
確
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ィ
ン
教
区
で
は
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
「
教
区
会
役
員
」
は
役
職
の
階
層
構
造
の
最
上
位
に
位
置
す
る
も

の
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
「
教
区
会
役
員
し
に
な
っ
た
者
は
教
区
の
役
員
に
な
る
こ

と
は
な
い
。
さ
ら
に
、
役
職
の
兼
任
は
な
く
、
下
級
の
役
職
を
除
い
て
、
役
職
の

序
列
は
か
な
り
明
確
で
あ
る
。
こ
う
し
た
郊
外
の
巨
大
教
区
で
は
、
相
対
的
に
匿

名
性
が
強
い
ゆ
え
に
、
役
職
の
階
層
の
序
列
を
整
え
、
そ
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
顕
在

化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
シ
テ
ィ
の
教
区
と
は
異
な
り
、
こ
の
教
区
で
は
役
職
忌
避
を
繰
り
返
す

者
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
役
職
忌
避
は
緊
急
避
難
的
な
性
格
が
強
く
、
そ
の
役
職

に
つ
か
な
く
と
も
よ
り
上
級
の
役
職
に
就
任
し
た
者
の
例
は
多
数
存
在
す
る
。
た

と
え
ば
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ラ
ー
氏
は
一
六
三
三
年
度
に
「
救
貧
委
員
」
と
し

て
選
出
さ
れ
た
が
、
「
多
く
の
場
合
、
い
つ
も
仕
事
の
お
も
な
場
所
で
あ
る
ロ
ン

ド
ン
橋
の
た
も
と
に
お
り
、
そ
の
場
所
で
彼
の
義
務
を
正
当
に
遂
行
す
る
こ
と
は

全
く
困
難
で
あ
る
」
と
い
い
、
役
職
の
「
免
除
の
た
め
に
、
こ
の
教
区
の
貧
民
の

た
め
に
使
用
さ
れ
る
べ
く
一
〇
ポ
ン
ド
を
自
発
的
自
由
意
志
で
提
供
し
た
」
。
し

か
し
、
そ
の
四
年
後
、
彼
は
「
教
区
委
員
補
」
と
な
り
、
「
教
区
委
員
」
を
と
ば

し
て
］
六
四
一
年
か
ら
四
七
年
ま
で
「
教
区
会
役
員
」
と
し
て
教
区
会
に
出
席
し

　
　
　
バ
ね

て
い
る
。
ま
た
別
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
イ
ト
氏
は
「
教
区
委
員
」

を
一
年
間
務
め
あ
げ
た
あ
と
、
一
六
コ
ニ
年
度
の
改
選
時
に
「
こ
の
役
職
に
と
も

な
う
仕
事
と
責
任
が
、
い
か
に
自
分
の
職
業
に
お
け
る
様
々
な
仕
事
を
妨
害
し
、

多
大
な
損
失
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
教
区
会
に
知
ら
し
め
」
、
結
果
と
し
て
異
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例
の
役
職
免
除
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
も
、
こ
の
記
事
で
は
科
料
の
有
無

が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
科
料
が
免
除
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

や
は
り
そ
の
の
ち
、
一
六
四
〇
年
に
彼
は
「
教
区
会
役
員
」
と
な
り
、
一
六
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ゐ
　

年
ま
で
頻
繁
に
教
区
会
に
顔
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
役
職
忌
避
は
役
職

の
上
昇
の
妨
げ
と
は
な
ら
ず
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
限
り
、
あ
る
種
の
「
権
利
」

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
す
べ
て
の
住
民
が
都
合
に
よ
っ
て
忌
避
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
下

級
職
で
あ
っ
て
も
最
低
一
ポ
ン
ド
の
科
料
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
科
料

を
支
払
う
た
め
に
は
、
相
応
の
富
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
六
⊥
ハ
四
年
の
「
人
頭
税

報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
大
多
数
の
住
民
は
一
シ
リ
ン
グ
程
度
の
査
定
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
一
ポ
ン
ド
以
上
課
さ
れ
て
い
る
の
は
か
な
り
裕
福
な
住
民
で
あ
り
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

○
ポ
ン
ド
以
上
は
貴
族
や
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
役
職
忌
避
の

科
料
は
た
と
え
下
級
職
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
一
般
の
住
民
に
と
っ
て

は
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
、
こ
の
よ
う
な
科
料
の
高

額
さ
は
、
役
職
に
つ
く
こ
と
が
住
民
に
と
っ
て
義
務
で
あ
り
、
い
か
に
大
き
な
責

任
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
過
去
に
教
区
の
役
員
を
務
め
た
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

に
、
科
料
を
減
額
あ
る
い
は
免
除
さ
れ
た
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
っ
た
ん
そ
の

義
務
と
責
任
を
果
た
し
た
者
は
教
区
共
同
体
に
貢
献
し
た
者
と
し
て
、
一
定
の
評

価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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　島

@
教
区
会
の
変
容

　
シ
テ
ィ
と
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
お
け
る
「
教
区
会
役
員
」
の
位
置
付
け
の

相
違
は
、
教
区
会
の
あ
り
方
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
．
前
述
の
よ

う
に
、
セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ィ
ン
教
区
は
シ
テ
ィ
内
の
教
区
と
比
較
し
て
人
口
規
模

が
大
き
く
、
⊃
般
教
区
会
（
σ
q
窪
。
臨
く
。
。
。
菖
ご
で
は
な
く
、
「
特
別
教
区
会
」

の
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
教
区
で
は
、
貴

族
や
富
裕
な
市
民
は
教
区
の
役
員
を
経
な
い
で
教
区
会
に
入
る
こ
と
が
可
能
で
あ
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り
、
い
っ
た
ん
役
員
に
な
る
と
そ
の
身
分
は
終
身
保
証
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
教
区
会
は
寡
町
制
的
な
性
格
が
強
く
、
そ
の
た
め
ス
テ
イ
タ
ス
も
相
対
的
に
高

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
に
対
し
シ
テ
ィ
で
は
、
一
六
三
六
年
に
は
じ
ま
る
ロ
ン
ド
ン
主
教
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　

に
よ
れ
ば
、
四
五
の
教
区
が
コ
般
教
区
会
」
を
維
持
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の

教
区
会
へ
の
出
席
資
格
と
し
て
は
、
当
該
教
区
に
住
む
す
べ
て
の
フ
リ
ー
マ
ン
に

認
め
て
い
る
教
区
も
あ
れ
ば
、
救
貧
税
な
ど
の
税
金
の
納
入
者
に
限
っ
て
い
る
教

　
　
　
　
ワ
こ

区
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
シ
テ
ィ
内
の
小
教
区
で
は
、
こ
れ
ら
の
住
民
が
教
会

に
集
ま
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
＝
ハ
世

紀
末
か
ら
特
に
一
七
世
紀
初
め
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
の
時
代
に
、
国
教
会
が
各
教

区
へ
の
統
制
を
強
め
、
異
端
分
子
や
下
層
の
卑
し
い
者
を
教
区
会
か
ら
排
除
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ
　

「
特
別
教
区
会
」
を
設
立
す
る
動
き
が
強
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
前
述
の
調
査
で
は
、

一
〇
九
の
教
区
の
う
ち
五
九
の
教
区
が
主
教
の
許
可
を
得
て
、
「
特
別
教
区
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヰ
　

を
設
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
事
態
は
再
び
反
転
す
る
。
す
な
わ

ち
、
国
教
会
の
統
制
が
崩
壊
す
る
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
に
な
る
と
、
「
特
別
教
区
会
」

は
寡
頭
的
で
閉
鎖
的
で
あ
る
と
の
批
判
を
受
け
て
、
教
区
会
を
再
び
開
放
的
に
し

ょ
う
と
す
る
動
き
や
教
区
会
の
構
成
員
の
人
数
を
増
や
そ
う
と
す
る
試
み
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
六
四
〇
年
代
に
お
い
て
、
実
際
に
こ
う
し
た
試
み
に
成
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ら
　

し
た
教
区
は
二
五
教
区
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

　
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教
区
で
も
こ
の
よ
う
な
試
み
が
行
な
わ
れ
た
。
直
接
の

契
機
は
、
「
教
区
委
員
」
の
選
出
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
る
。
一
六
四
三
年
四
月
九

日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
と
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ハ
イ
ド
氏
が
「
教
区
委
員
」

に
選
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
教
区
会
の
選
出
に
「
住
民
の
大
多
数
」
が
反
対

し
た
の
で
あ
る
。
「
残
り
の
住
民
の
同
意
を
得
な
い
」
、
教
区
会
に
よ
る
伝
統
的
な

選
出
方
式
は
、
「
慣
習
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
非
合
法
的
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
同
日
に
、
「
特
別
教
区
会
」
と
は
別
の
集
会
を

開
催
し
、
自
ら
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ト
氏
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ッ
カ
ー
氏
を
選
出
し
、

そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
教
区
の
住
民
三
〇
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
委

員
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
論
争
は
庶
民
院
に

提
議
さ
れ
、
そ
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
表
決
は
四
月
二
七
日
に
出
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
さ
　

住
民
の
決
定
が
是
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
こ
の
教
区
で
は
、
「
特
別
教

区
会
」
が
解
散
さ
れ
て
、
「
三
〇
人
委
員
会
」
が
教
区
自
治
の
中
心
機
関
と
し
て

新
た
に
選
出
・
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
五
月
一
〇
日
、
コ
般
集
会
（
。
q
窪
。
邑
欝
・
・
爵
σ
q
）
」
と
称
さ

れ
た
「
一
般
教
区
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
の
役
員
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
「
救
貧
委
員
」
が
廃
止
さ
れ
、
「
救
貧
税
査
定
委

員
」
が
新
設
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
年
ほ
ど
し
か
も
た
ず
、
ま
た
も

と
の
「
救
貧
委
員
」
が
復
活
す
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
翌
年
か
ら
登
録
が
な
く
な
る

「
教
区
委
員
補
」
の
方
が
長
期
的
に
廃
止
さ
れ
る
役
職
と
な
っ
た
。
人
的
な
関
係

で
は
、
前
年
度
の
教
区
会
・
教
区
役
員
か
ら
二
二
蟹
隈
少
な
く
と
も
九
卿
の
者
が
、

こ
れ
以
降
「
教
区
会
議
事
録
」
に
そ
の
姿
を
現
さ
な
く
な
る
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て

新
た
に
登
場
し
て
く
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
お
も
な
取
引
先
と
す
る
貿
易
商

人
、
い
わ
ゆ
る
「
新
商
人
」
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
革
命
期
に
お
け
る
モ
ー
リ
ス
・

ト
ム
ソ
ン
を
中
心
と
す
る
こ
れ
ら
「
新
商
人
」
の
動
向
は
ブ
レ
ナ
ー
の
大
著
に
詳

し
い
が
、
新
し
く
「
教
区
委
員
」
に
選
ば
れ
た
タ
ッ
カ
ー
氏
自
身
が
ト
ム
ソ
ン
の

義
兄
弟
で
あ
り
、
商
売
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
三
〇
人
委
員
会
」
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に
は
、
ト
ム
ソ
ン
自
身
を
は
じ
め
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
氏
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

ペ
イ
ン
氏
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ッ
ド
氏
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
レ
ン
氏
と
い
う
名
だ

た
る
「
新
商
人
」
が
選
出
さ
れ
、
影
響
力
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
た
の
で
あ

勉　
こ
れ
以
前
に
は
、
ベ
イ
ト
ソ
ン
氏
が
「
救
貧
詳
言
収
委
員
」
と
し
て
一
六
四
二

年
度
に
登
録
さ
れ
て
い
る
以
外
、
彼
ら
の
名
前
は
「
教
区
会
議
事
録
」
に
登
場
し

　
　
き
　
な
い
。
し
か
し
、
実
際
は
す
で
に
一
六
四
一
年
頃
か
ら
、
説
教
師
の
選
任
を
め
ぐ
っ

て
、
教
区
牧
師
と
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
間
で
争
い
が
起
こ
っ
て
お
り
、
す
で
に
影
響

力
を
行
使
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
こ
の
教
区
の
出
身
で
あ
る
ジ
ョ

ン
・
シ
ン
プ
ソ
ン
の
選
任
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
っ
た
。
彼
は
宗
教
的
に
は
独
立
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ

的
傾
向
を
も
ち
、
の
ち
に
は
第
五
王
国
派
の
代
表
的
牧
師
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、

国
教
会
の
牧
師
チ
ル
ダ
ー
リ
師
は
当
然
反
対
し
、
論
争
は
や
は
り
庶
民
院
に
も
ち

こ
ま
れ
、
シ
ン
プ
ソ
ン
の
採
用
が
四
二
年
三
月
二
二
日
に
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
シ
ン
プ
ソ
ン
は
余
り
に
過
激
す
ぎ
て
、
こ
の
職
に
は
長
く
留
ま
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
全
体
と
し
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
宗
教
的
傾
向
は
独
立
派
に

近
く
、
主
教
や
長
老
会
な
ど
の
上
か
ら
の
教
会
組
織
を
嫌
い
、
そ
の
教
区
の
信
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

が
主
導
性
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
会
を
統
御
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
意
識
が
＝
般
教
区
会
」
へ
の
出
席
や
役
職
の
就
任
に
よ
る
政
治
参
加
の
意

識
と
結
び
つ
く
と
き
、
「
特
別
教
区
会
」
が
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
教
区
の
改
革
は
永
続
化
し
な
か
っ
た
。
そ
の
の
ち
、
＝
露
華

区
会
」
は
確
か
に
毎
年
開
か
れ
て
「
三
〇
人
委
員
会
」
や
役
員
の
選
出
を
行
な
っ

た
け
れ
ど
、
実
際
に
こ
の
委
員
会
に
出
席
す
る
者
は
平
均
し
て
一
五
名
程
度
で
あ

り
、
そ
れ
以
前
の
三
年
間
の
平
均
一
八
名
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

一
年
間
の
開
催
数
は
年
平
均
三
回
か
ら
七
回
ほ
ど
に
増
え
て
い
る
。
活
発
に
活
動

し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
教
区
会
の
内
実
は
や
は
り
寡
頭
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
ロ
　

で
あ
ろ
う
か
。
表
5
は
一
六
四
〇
年
代
を
通
し
て
、
教
区
会
あ
る
い
は
委
員
会
に

出
席
し
た
回
数
の
多
い
者
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
い
わ
ゆ

る
「
新
商
人
」
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ッ
ド
氏
一
人
前
け
が
登

場
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
表
に
示
さ
れ
て
い
る
者
は
、
ペ
テ
ィ
ワ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
を
除
い
て
全
員
が
一
六
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
の
住
民
調
査
に
現
れ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
テ
ィ
ワ
ー
ド
氏
も
三
八
年
の

表5　出席回数の多い「教区会役員」（セント・ダンスタン・イン・ズィ・イースト

教区会役員名 出席回数 rent（£）

Green，　William 51 30

Keate、　Gilberヒ 44 suger　baker 50

Margett，　George 4τ 16

Milton，　John 41 25

Bromfield、　Laurence 40 cuUer 14

Cox，　John 37 14

Petteward，　John 37
lremonge「

Bayiy，　Thomas 35 16

Reyno【ds，　Olyver 34 8

Wood，　Edward 34 20

Taylor，　Mathew 32 16

Browne，　Thomas 30 9「oce「
50

Le　le　Richard 30 merchant 30

副蝋轡嚇蹴
そ
れ
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い

が
、
四
〇
年
の
『
ロ
ン
ド
ン
市

の
主
要
住
民
リ
ス
ト
』
に
は
記

　
　
　
　
　
ロ
む

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

実
際
の
教
区
行
政
の
実
務
を
担
っ

た
の
は
、
革
命
以
前
か
ら
こ
の

教
区
に
住
ん
で
い
た
富
裕
な
住

民
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

彼
ら
が
役
職
に
よ
る
政
治
参
加

を
通
し
て
、
教
区
政
治
の
継
続

性
を
保
証
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
こ
こ
に
教
区
政
治
の
安

定
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
四
〇
年
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代
を
通
じ
て
、
寡
頭
的
で
あ
り
続
け
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
教
区
政
治
の
改
革
を
リ
ー
ド
し
た
「
新
商
人
」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ど
う
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
中
心
人
物
の
ト
ム
ソ
ン
は
ロ
ン
ド
ン
東
部
郊
外
の
ス
テ
プ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ロ
　

教
区
に
居
を
移
し
、
そ
の
教
区
の
教
区
会
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ア

レ
ン
氏
と
ウ
ッ
ド
氏
以
外
は
四
〇
年
代
末
ま
で
に
、
「
教
区
会
議
事
録
」
か
ら
姿

を
消
し
て
し
ま
う
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
新
商
人
」

の
拠
点
と
し
て
の
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教
区
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。
四
〇
年

代
末
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
国
教
会
の
牧
師
が
再
び
招
か
れ
る
よ
う
に
な
る

　
　
　
ド
ふ
　

の
で
あ
る
。
問
題
な
の
は
＝
五
教
区
会
」
と
「
三
〇
人
委
員
会
」
の
関
係
如
何

で
あ
ろ
う
。
こ
の
委
員
会
が
閉
鎖
性
を
強
め
れ
ば
、
従
来
の
「
特
別
教
区
会
」
と

何
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の

「
教
区
会
議
事
録
」
は
五
一
年
ま
で
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
あ
と
の
両
者

の
関
係
の
帰
趨
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
一
方
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ィ
ン
教
区
で
は
、
前
述
の

よ
う
に
人
口
規
模
か
ら
「
特
別
教
区
会
」
の
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

そ
の
定
員
に
関
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
は
一
六
〇
六
年
の
教
区
会
役
員
名
簿
に
二
四
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
「
教
区
会
議
事
録
」
を
見
て
み
る
と
、
革
命

期
で
は
五
八
年
に
二
六
名
の
役
員
名
簿
が
あ
り
、
六
〇
年
代
で
は
六
二
年
と
六
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

年
に
そ
れ
ぞ
れ
四
三
名
、
四
五
名
の
役
員
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
な
か
に
は
教
区
牧
師
と
教
区
委
員
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
役

員
名
簿
に
は
、
の
ち
の
者
に
よ
る
追
加
・
訂
正
の
跡
が
多
く
見
ら
れ
、
正
確
な
定

員
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
五
〇
年
代
ま
で
二

〇
名
台
に
留
ま
っ
て
い
た
教
区
会
は
、
六
〇
年
代
か
ら
定
員
を
増
加
さ
せ
た
よ
う

で
あ
る
。
六
〇
年
代
の
人
口
の
「
テ
イ
ク
・
オ
フ
」
に
と
も
な
っ
て
定
員
が
増
加

す
る
の
は
、
教
区
の
役
員
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
先
の
図
2
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
教
区
の
教
区
会
役
員
の
な
か
に
は
、
教
区

の
役
職
に
つ
か
ず
に
教
会
に
入
る
の
を
認
め
ら
れ
た
者
が
い
た
。
そ
れ
は
貴
族
や

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
、
そ
し
て
富
裕
な
住
民
で
あ
っ
た
。
彼
ら
と
教
区
役
員
の
経
験

者
と
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
五
〇
年
代
と
六
〇
年
代
の
名
簿

に
よ
る
と
、
二
六
名
、
四
三
名
、
四
五
名
の
な
か
で
、
教
区
役
員
の
経
験
者
は
そ

れ
ぞ
れ
一
三
名
、
一
＝
一
名
、
一
＝
名
で
あ
り
、
ほ
ぼ
五
割
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

教
区
会
で
は
両
者
の
割
合
が
拮
抗
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ

が
そ
の
ま
ま
教
区
政
治
へ
の
か
か
わ
り
の
あ
り
方
を
示
し
て
は
い
な
い
。
教
区
会

の
出
席
は
、
役
員
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
り
、
な
か
に
は
一
度
も
教
区
会
に
顔

を
出
さ
な
い
者
も
い
」
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
教
区
政
治
の
中
心
に
は
ど

ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
い
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
時
代
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
く
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
教
区
会
に
出
席
し
て
い

る
役
員
に
つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
表
6
は
四
〇
年
代
と
五
〇
年
代
の
教
区
会
出
席
者
の
な
か
で
、
出
席
数
の
多
い

上
位
一
〇
名
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
革
命
期
に
は
、
役
職
経
験
者
が

教
区
政
治
の
中
心
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
表
に
よ
る
と
ど
ち
ら
も

役
職
経
験
者
が
↓
○
名
札
八
名
に
の
ぼ
る
の
に
対
し
、
三
〇
年
代
と
六
〇
年
代
の

同
じ
上
位
一
〇
名
望
そ
の
割
合
は
四
型
と
五
名
で
あ
り
、
ほ
ぼ
半
分
で
あ
る
。
た

だ
し
、
三
〇
年
代
の
方
が
上
位
に
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
層
の
者
が
多
い
。
こ
の
教
区

で
は
こ
の
時
期
、
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教
区
と
は
異
な
り
、
教
区
の
政
治
構
造

に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
〇
年
代
と
四
〇
年
代
の
問
に
は
人
的
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断
絶
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
革
命
期
に
入
り
姿
を
消
す
人
物
の
な
か
に
は
、
た
と
え
ば
ヘ
ン
リ
・
ウ
ィ
ー
ク

氏
や
ジ
ョ
ン
・
ソ
ー
プ
氏
が
い
る
。
両
者
は
教
区
の
役
職
を
経
験
せ
ず
に
教
区
会
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e
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d
ド
m

表6　出席の多い「教区会役員」（セント・マーチィン・イン・ザ・フィールズ

　　　　1640年代
区訟　貝 口 ’・巧”て

C。oper，　John 41 ch（1633－35）←s←一〇←c←sc←shw
Lidgould，　Henry 32 ch（1632－34）←一　s　←一〇　ひ一　sc　←　skh

Blenerhassett，　George 32 ch（1640－42）←o
Le　Squire，　Scipb 32 esqUl「e
Strugne雛，　Henry 29 ch（1636－38）←一s｛一．　o←一。←一sc

Fludd，　Robert 29 ch（1639－41）←s←o
Wright，　William 27 ch　（1630－31）←　s　←　o←　skh

Henn，　Henry 25 knight　and　baronet

Darling，　Thomas 24 ch（1644－46）←一s←一〇←一skh←sc

Bur　es　Richard 23 ch（163840）←s←o←c

1650年代

三五　貝 口 ’、丁7’て

Cooper，　John 133 ch（1633－35）←s←o←c←sc←shw
Lidgould，　Henry 103 ch（1632－34）←一s←一〇←一　sc←一skh

Darling，　Thomas 95 ch（1644－46）←一s←一〇←一　skh　←sc

Webster，　Thomas 94 ch（1651－53）←s←一〇←・shw

Glendon，　John 86 ch〈1652－54）←s←o←shw
Hall，　Ralph 80 esquire，　JP

Barker，　Thomas 73 ch（1654－56）←s←o
Green，　George 72 ch（1646－47）←・s←sc←shw
Baker，　William 69 ch（1653－55）←s←o←shw
Thro　morton　John 68 eS　Ulre

（注）　JP＝Justice　of　the　Peace；ch＝churchwarden；sこs

　　　　sc譜scavenger；c＝constable；shw＝surveyor　of　the

の
役
員
と
な
っ
て
い
る
が
、
貴
族
や
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
は
な
い
。
ウ
ィ
ー
ク
氏

は
「
国
王
の
建
設
庁
（
二
目
σ
q
．
。
・
≦
o
鱒
。
・
）
」
の
「
会
計
部
長
（
懲
図
謹
帥
。
。
酔
。
叫
）
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ね

る
し
、
ソ
ー
プ
氏
は
こ
こ
の
事
務
員
で
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
一
六
世
紀
末
か
ら
一

七
世
紀
初
め
に
か
け
て
、
こ
の
役
人
た
ち
が
こ
の
教
区
の
教
区
会
や
役
員
を
担
っ

て
い
た
有
力
な
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
を
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
集
団
は
国
王
の
建
設
事
業
が
衰
退
し
て
く
る
と
、
セ
シ
ル
家
と
結
び
つ
き
を

　
　
　
　
　
ほ
ハ
　

深
め
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
国
王
や
セ
シ
ル
家
と
関
係
が
あ
っ
た
の
は
、
彼
ら
ば

か
り
で
は
な
く
、
宮
廷
と
結
び
つ
い
て
い
た
貴
族
や
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
層
で
あ
る
。

彼
ら
も
ま
た
内
戦
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
こ
の
教
区
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
五
〇
年
代
と
六
〇
年
代
の
間
は
意
外
と
継
続
性
が
強
い
。
ク
ー

パ
ー
氏
や
バ
ー
グ
氏
が
四
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
ま
で
、
「
教
区
会
役
員
」
と
し

て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
て
い
る
の
は
、
先
の
表
3
で
示
し
た
と
お
り
で
あ

る
。
ま
た
、
六
〇
年
代
に
活
躍
す
る
貴
族
や
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
も
五
〇
年
代
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

す
で
に
そ
の
姿
を
「
教
区
会
議
事
録
」
に
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
革
命
期
に
は
こ

の
教
区
が
議
会
派
の
ノ
ー
サ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
伯
を
中
心
と
す
る
貴
族
グ
ル
ー
プ
に

支
配
さ
れ
て
い
た
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
実
際
に
、
四
〇
年
代
後
半
に
は
説
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
任
命
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
貴
族
グ
ル
ー
プ
は
教
区
政
治
に
介
入
を
繰
り
返
す
。

し
か
し
、
教
区
会
の
出
席
回
数
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
彼
ら
が
影
響
力
を
も
っ
た

の
は
こ
の
一
時
期
だ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
教
区
政
治
の
日
常
業
務
を
実
際
に
担
っ

て
い
た
の
は
、
革
命
の
以
前
か
ら
下
級
の
役
員
と
し
て
た
た
き
上
げ
て
き
た
者
た

ち
で
あ
っ
た
。
革
命
期
に
も
継
続
し
て
教
区
政
治
を
維
持
で
き
た
の
は
、
こ
う
し

た
者
た
ち
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
た
。
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イギリス革命期ロンドンにおける教区の役員についての一考察（菅原　秀二）

　
貴
族
や
あ
る
特
定
の
利
益
集
団
の
介
入
が
少
な
く
な
り
、
こ
の
教
区
は
役
職
の

階
梯
を
昇
っ
て
き
た
役
職
経
験
者
が
教
区
会
の
中
心
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
教
区

は
自
立
性
を
強
め
、
教
区
会
は
教
区
自
治
の
中
心
機
関
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す

る
の
で
あ
る
。
三
〇
年
代
に
教
区
会
の
開
催
数
が
年
平
均
七
回
、
一
回
あ
た
り
の

役
員
出
席
人
数
平
均
九
名
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
五
〇
年
代
に
は
前
者
が
一
五
回
、

後
者
が
一
二
名
と
な
り
、
月
に
一
度
以
上
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
事

実
を
表
し
て
い
る
。
「
特
別
教
区
会
」
は
汚
職
・
堕
落
・
不
公
正
の
温
床
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
り

と
い
う
見
解
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
教
区
で
は
さ
ほ
ど
富
裕
で
な
い
者
も
役
職

を
歴
任
し
て
「
教
区
会
役
員
」
と
な
る
回
路
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
教
区

会
を
一
部
エ
リ
ー
ト
の
独
占
物
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
回
路
の
存
在
は
、
住
民
の
政
治
参
加
を
保
証
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
五
〇
年
代
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
み
、

彼
ら
を
教
区
自
治
の
役
員
で
は
な
く
、
地
方
行
政
の
末
端
を
担
う
役
人
と
し
て
位

置
付
け
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
、
「
治
安
判
事
」
や
「
都
市
参
事
会
員
」
が
再
び
教
区
会
に
継
続
的
に
出
席
す

る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
「
治
安
判
事
」
や
「
都
市
参
事
会
員
」
は
「
教
区

会
役
員
」
と
し
て
彼
ら
と
協
力
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
都
市
や
州
当
局
の
役
職

を
兼
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
を
教
導
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
〉
■
〉
円
α
q
o
欝
愚
’
亀
野
や
一
P
た
だ
し
、
主
教
の
許
可
に
よ
ら
ず
、
教
区
会
の

決
議
の
み
に
よ
っ
て
「
特
別
教
区
会
」
の
設
置
が
決
議
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

　
ち
ず
、
調
査
時
に
は
「
一
般
教
区
会
」
と
答
え
て
い
る
教
区
が
あ
る
。
宮
川
剛
、

前
掲
論
文
、
六
四
頁
参
照
。

（
2
）
ミ
罫
篤
い
．

（
3
）
≦
』
．
同
曳
き
・
、
ミ
葱
9
俺
捻
遮
吻
ミ
辱
禽
§
沁
§
雪
駄
ミ
・
。
ミ
ミ

馨
ぎ
叫
ミ
旨
、
寒
§
ミ
肉
薦
、
無
嵩
9
6
帥
琶
ぴ
甑
島
α
q
ρ
P
巳
。
曾
罵
い
一
》
や
一
P

（
4
）
國
．
〉
雲
8
ミ
§
や
α
汐
｝
〉
叫
σ
・
・
艮
§
ミ
ら
●
回
ゆ
い
〉
．
竃
8
罎
菩
・
凶
把

　
ド
。
盈
露
寒
駐
ぽ
．
“
覧
O
P
た
だ
し
、
ア
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
「
特
別
教
区
会
」
と

　
＝
風
教
区
会
」
の
両
者
を
組
み
合
わ
せ
て
い
た
教
区
が
七
教
区
、
両
者
が
不
定

　
期
に
存
在
す
る
教
区
が
二
教
区
で
あ
る
と
し
て
、
「
特
別
教
区
会
」
が
通
常
設
置

　
さ
れ
て
い
る
教
区
は
五
〇
教
区
と
述
べ
て
い
る
。

（
5
）
〉
．
≧
σ
Q
①
鼻
§
ミ
℃
竈
「
ω
。
。
』
。
。
刈
（
〉
篭
窪
鍵
9

（
6
）
O
ド
羅
Q
。
轟
。
。
。
。
メ
塗
お
。
。
－
畠
ゆ
“
い
8
－
い
O
ご
押
⇔
ゆ
器
馨
2
§
．
亀
陪
糟
署
奪
。
。
訟
ρ

呵
■
ご
調
竜
■
。
罫
覧
刈
ひ
．
こ
の
論
争
が
庶
民
院
に
も
ち
こ
ま
れ
た
の
は
、
都
市

参
事
会
員
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
の
力
も
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

彼
は
の
ち
に
市
長
や
国
会
議
員
を
務
め
る
有
力
者
で
、
こ
の
教
区
の
「
三
〇
人
委

員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
「
監
査
委
員
」
も
務
め
て
い
る
。

（
7
）
露
認
Q
。
轟
。
。
。
。
繋
止
8
－
い
豊
い
野
蝉
①
肇
・
漂
§
ミ
も
唱
■
食
。
。
－
訟
。
，

（
8
）
O
凹
蜜
。
。
轟
。
。
。
。
メ
裟
り
ひ
■
た
だ
し
、
ペ
イ
ン
氏
と
ウ
ッ
ド
氏
は
、
■
ハ
三
八
年

　
の
住
民
調
査
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
革
命
期
以
前
か
ら
こ
の
教

　
区
の
住
民
で
あ
っ
た
。

（
9
）
シ
ン
プ
ソ
ン
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。
墨
黒
O
叫
＄
＜
。
。
・
諺
島
甥
N
農
戴
（
鼠
。
・
■
）
u

勲
£
、
起
ミ
翁
、
耳
垂
§
籍
q
ミ
切
、
ミ
罫
陶
亀
ミ
§
七
二
き
鳴
貯
《
§
器
§
き
6
§
ミ
9

　
¢
づ
臨
σ
q
簿
O
P
罵
。
。
溌
＜
o
回
■
P
や
℃
漏
ま
轟
ミ
．

（
1
0
）
押
G
σ
円
①
蓉
。
斜
起
．
ミ
毛
噂
■
禽
恥
ム
一
い
論
■
ぼ
～
§
ミ
植
響
一
〇
ご
O
。
。
．

（
1
1
）
こ
の
た
め
ア
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
こ
の
教
区
を
成
功
し
た
二
五
教
区
に
含
め
て

　
い
な
い
。
》
．
〉
円
α
q
o
鼻
＆
■
自
野
唱
■
ω
◎
N
。
。
刈
（
諺
醤
紹
鰹
×
∩
ソ

（
1
2
）
目
．
○
欝
囲
。
（
象
）
曽
§
ミ
愚
噂
毒
弘
P

（
1
3
）
≦
■
鈎
騨
署
3
器
島
○
閏
．
即
団
く
ゆ
還
。
畠
。
・
シ
寓
、
ミ
誉
、
§
6
嘗
、

奪
ぎ
黛
嚇
§
財
駄
、
薄
Ω
爵
ミ
ト
§
§
嵩
N
ミ
9
Q
。
豊
凶
。
象
竃
選
。
評
国
。
。
岡
o
o
噛
芝
蘭
σ
q
算

　
N
a
a
‘
一
ま
P
や
囲
S

（
1
4
）
O
≦
題
隠
選
儀
≦
隅
評
Φ
艮
鼠
q
・
■
γ
§
も
識
薯
ミ
誉
誌
遭
ぎ
譜
瀬
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O
ミ
、
愚
ミ
㌧
。
。
℃
O
も
ト
始
甲
一
。
。
ゆ
－
8
い
■

（
1
5
）
同
凸
凹
貫
ミ
ミ
冠
噌
・
一
ω
P
一
ω
い
’

（
1
6
）
㎞
，
簡
■
護
。
鼠
声
竜
．
昏
罫
覧
お
．
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
に
よ
る
と
、
二
四
名
を
定
員

　
と
す
る
教
区
会
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
教
区
会
は
「
荘
園
裁

判
所
」
の
機
能
を
受
け
継
い
だ
側
面
が
あ
り
、
そ
の
陪
審
の
定
員
は
一
二
名
あ
る

　
い
は
二
四
名
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
。
。
．
麟
・
融
¢
σ
’
を
。
げ
ダ
閏
薦
、
蓉
卜
。
ら
織
N

　
Q
o
蒸
ミ
ミ
僑
ミ
㌔
§
恥
、
ミ
N
罫
§
翫
さ
恥
6
0
§
量
鴇
び
。
盈
o
P
門
島
‘
6
ひ
F
唱
．
囲
刈
。
。
－

　
霜
ゆ
　
配
い
噸

　
　
“
（
1
7
）
O
薯
〉
ρ
罵
8
二
尊
嵩
少
N
。
。
ひ
申
∩
≦
〉
ρ
欝
8
全
雪
。

（
1
8
）
国
．
罫
6
2
＜
貫
P
脚
圏
器
。
罠
。
p
・
＆
簿
。
。
藍
石
目
。
冨
◎
只
a
ω
凸
）
”
§
大
鷲
§
q

　
鼠
き
恥
蒸
薦
げ
導
蚤
b
＜
o
回
■
P
鵠
囲
”
円
。
監
。
鐸
罵
“
い
堕
遥
■
。
。
。
。
Ψ
一
〇
甲
δ
ρ
一
ω
回
－
一
ω
P

　
三
S
　
「
国
王
の
建
設
庁
」
と
は
、
王
宮
や
城
砦
の
建
設
や
維
持
に
責
任
を
も
つ

　
宮
廷
内
の
部
署
で
あ
る
。

（
1
9
）
㎞
凸
鴫
．
尾
。
ヨ
偉
“
蝿
．
ミ
b
醤
温
刈
ω
高
調

（
2
0
）
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ル
…
シ
ー
氏
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ボ
ウ
ル

　
ト
リ
氏
が
そ
の
例
で
あ
る
。
五
〇
年
代
に
前
者
の
出
席
回
数
は
五
一
回
、
後
者
は

　
二
二
回
で
あ
り
、
六
〇
年
代
に
な
っ
て
も
両
者
と
も
五
七
回
と
継
続
的
に
教
区
会

　
に
出
席
を
続
け
て
い
る
。

（
2
1
）
旨
Q
。
凸
》
．
〉
紆
霧
。
戸
き
恥
㌣
ミ
無
題
旨
ぎ
ミ
§
し
ミ
柄
も
　
噂
ぴ
．
璽
豊
。
。
。
・
‘

　
C
巳
く
霞
。
・
身
。
略
6
土
工
鐸
誌
o
q
o
w
篭
．
。
。
。
。
－
ゆ
S

（
2
2
）
Q
。
．
磐
二
二
■
≦
o
げ
堂
§
ミ
”
や
P
鼠
●

お
わ
り
に

　
「
統
治
を
分
か
ち
も
つ
者
」
が
市
民
（
o
誌
N
窪
）
で
あ
り
、
こ
う
し
て
な
り
た
っ

て
い
る
地
域
社
会
こ
そ
が
ま
さ
に
「
コ
モ
ン
・
ウ
ェ
ル
ス
」
あ
る
い
は
「
共
和
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

体
（
お
響
動
。
1
1
噌
。
。
。
曉
げ
ぎ
麟
）
な
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
統
治
し
、
ま
た
統
治
さ

れ
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
シ
テ
ィ
で
は
教
区
・
市
区
・
街
区

や
ギ
ル
ド
の
役
員
、
さ
ら
に
教
区
会
や
市
区
会
の
出
席
を
通
じ
て
、
政
治
参
加
の

機
会
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
で
も
、
シ
テ
ィ
ほ
ど
曲
豆

富
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
教
区
の
役
員
の
階
梯
を
昇
っ
て
教
区
会
に
入
る
道
が
開

か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
シ
テ
ィ
で
は
兼
任
や
重
任
が
頻
繁
に
見
ら
れ
、
ま
た
両

者
と
も
一
人
の
人
物
が
役
職
を
長
年
に
わ
た
っ
て
渡
り
歩
く
例
が
多
数
見
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
安
定
論
」
者
の
よ
う
に
政
治
参
加
の
開
放
度
を
あ
ま
り
誇
張
し

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
無
給
の
役
職
に
つ
く
こ
と
は
、
役
職
忌
避
の
事
例
が
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
住
民
自
身
の
負
担
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
役
職
を
忌
避
す
る
の
は
あ
く
ま

で
緊
急
避
難
的
な
も
の
で
あ
り
、
大
部
分
の
住
民
は
役
職
に
つ
く
と
い
う
責
任
を

果
た
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
科
料
の
高
額
さ
が
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
教
区

の
役
員
と
な
り
そ
れ
を
務
め
あ
げ
る
こ
と
は
、
住
民
の
責
任
で
あ
り
義
務
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
住
民
が
等
し
く
、
都
合
に
よ
っ
て
役
職
を
忌

避
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
役
職
忌
避
が
多
か
っ
た
の
は
、
シ
テ
ィ
で
は
「
警
吏
」
や
「
街
路
清
掃
委
員
」

の
よ
う
な
下
級
の
役
職
で
あ
る
の
に
対
し
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
で
は
圧
倒
的

に
「
救
貧
委
員
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
両
者
の
地
域
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
興
味

深
い
。

　
確
か
に
こ
の
よ
う
な
政
治
参
加
の
あ
り
方
は
、
教
区
社
会
の
安
定
を
保
証
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
表
3
1
（
B
）
の
ジ
ョ
ン
・
ク
ー
パ
ー
氏
は
四

〇
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
っ
て
、
下
級
の
役
員
か
ら
「
教
区
会
役
員
」
ま
で
務
め

あ
げ
た
。
彼
が
教
区
会
に
出
席
し
た
回
数
は
、
一
五
六
回
に
も
及
ぶ
。
し
か
も
彼
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は
必
ず
し
も
富
裕
な
住
民
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
物
が
革
命
の
混
乱
を

よ
そ
に
、
教
区
政
治
の
日
常
業
務
を
遂
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
特
に
革
命
期
の

セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ィ
ン
教
区
で
は
、
教
区
会
の
中
心
の
位
置
を
占
め
た
の
が
貴
族

や
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
、
宮
廷
の
官
吏
な
ど
で
は
な
く
、
下
級
の
役
員
か
ら
昇
り
詰

め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
革
命
期
に
彼
ら
が
活
躍
で
き
る
機
会

が
得
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
教
区
会
は
相
対
的
に
開
か
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
一
六
五
〇
年
代
に
、
貧
民
か
ら
救
貧
を
求
め
る
請
願
が
教
区
会
に
殺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

到
し
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
教
区
会
が
寡
頭
的
・
閉
鎖
的
に
な
り
、
政
治
参
加
の
回
路
が
閉
ざ
さ

れ
そ
う
に
な
る
と
、
住
民
た
ち
は
教
区
会
に
反
発
し
、
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教

区
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
教
区
会
そ
の
も
の
の
改
変
に
踏
み
出
す
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
「
一
般
教
区
会
」
の
決
定
に
基
づ
き
「
特
別
教
区
会
」
を
開
放
し
た
の

で
あ
る
。
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
ル
イ
ン
も
教
区
会
の
改
革
か
ら

踏
み
出
し
た
一
人
で
あ
る
。
彼
は
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ガ
リ
ッ
ク
ヒ
ル
の
閉

鎖
的
な
「
特
別
教
区
会
」
の
打
破
に
一
定
の
役
割
を
演
じ
、
そ
こ
で
の
経
験
を
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

に
市
区
・
市
・
国
の
改
革
へ
と
そ
の
範
囲
を
広
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

教
区
で
の
政
治
参
加
は
レ
ヴ
エ
ラ
ー
運
動
の
源
泉
の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
。
政
治

参
加
と
い
う
政
治
文
化
は
決
し
て
「
安
定
」
の
み
に
寄
与
し
た
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
教
区
社
会
は
閉
鎖
的
な
区
間
で
は
な
く
、
そ
こ
で
の
政
治
文

化
は
さ
ら
に
広
い
社
会
へ
突
き
抜
け
て
い
く
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
蜜
。
曾
冒
国
お
冨
注
．
w
駐
回
■
鵠
鳥
獣
ω
（
o
e
”
§
恥
、
亀
岡
N
§
ミ
ミ
白
軍
ら
ミ
誉
象

ミ
回
8
丸
き
9
⇔
σ
磐
轟
。
。
δ
脚
ρ
謡
聾
唱
。
。
騨
・
工
芸
Z
．
ざ
N
8
圃
”
購
’
一
い
轟
温
い
い
．
今

井
宏
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
と
国
家
の
変
容
」
（
『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』

　
二
二
号
、
二
〇
〇
一
年
、
三
七
1
四
一
頁
）
。

（
2
）
掴
じ
づ
◎
富
剛
8
炉
。
O
o
貯
α
q
o
臣
鹸
Φ
騨
欝
騨
．
Ψ
聡
b
S
ω
◎
’
前
掲
拙
稿
、
二
四
七
－
二

　
五
二
頁
。

（
3
）
拙
稿
「
急
進
派
と
神
の
国
－
一
六
四
九
年
の
分
裂
に
お
け
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

　
ウ
ォ
ル
ウ
ィ
ン
を
め
ぐ
っ
て
」
（
田
村
秀
夫
編
『
千
年
王
国
論
ー
イ
ギ
リ
ス
革
命

　
思
想
の
源
流
』
研
究
社
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
四
1
七
五
頁
）
。
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ρ
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。
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欝
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腎
u
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駿
8
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